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表紙◎INTRODUCTION
　太陽を背負い空にはためく新庄市徽

きしょう

章。本市の未
来を担う中学生の少女が、希望と期待を胸に見上げる
姿をイメージしました。撮影は、山の若葉がさわやかな、
陣峰市民の森で行いました。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ　

エ
ー
ル

作
曲
家　

古
関　

裕
而　

氏

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
自
粛
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
中
、市
民
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ「
エ
ー
ル
」の
モ
デ
ル
が
、作
曲
家

の
古
関
裕
而
氏
で
、新
庄
市
民
歌
を
作

曲
し
た
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら

せ
て
欲
し
い
と
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、そ
の

記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
ド
ラ
マ
に
な
る
予
定

で
し
た
が
、残
念
な
が
ら
来
年
に
延
期
で

同
時
放
送
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、

市
内
で
正
午
に
流
れ
る
曲
が
市
民
歌
で

す
。
１
９
４
９
年（
昭
和
24
年
）５
月
に

新
庄
市
制
施
行
記
念
と
し
て
作
曲
さ
れ

ま
し
た
。
前
年
、
山
形
県
を
会
場
に
第

32
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
が
開
催
さ

れ
、山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
県
民
歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
作
曲
が
古
関
氏
と
い
う

こ
と
で
、市
民
歌
の
作
曲
を
依
頼
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。「
朝
日
に
は
ゆ
る　

月
山
の
～
」の
詞
は
、県
外
31
編
を
含
む

２
７
１
編
か
ら
、当
時
山
梨
県
在
住
の
安

藤
壮
一
氏
の
作
品
が
選
ば
れ
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
数
々
の
応
援
歌
や
行
進
曲
に

励
ま
さ
れ
な
が
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
。

 

新
庄
市
民
歌

		


作
詞　

安
藤
壮
一

		


作
曲　

古
関
裕
而

一
．	
朝
日
に
は
ゆ
る
月
山
の　

山
の
若
葉
の
さ
わ
や
か
に

	
汽
笛
の
ひ
び
き
は
つ
ら
つ
と　

伸
び
る
鉄
路
の
わ
が
郷
土	

誇
ら
ん
い
ざ
や
新
庄
市

二
．	

春
ら
ん
ま
ん
の
花
咲
け
ば　

人
波
ま
ね
く
観
光
の

	

名
所
旧
蹟
数
あ
ま
た　

栄
え
い
や
ま
す
わ
が
郷
土

	

歌
わ
ん
い
ざ
や
新
庄
市

三
．	

最
上
の
流
れ
水
清
く　

希
望
の
か
げ
を
う
つ
し
つつ

	

新
興
都
市
の
意
気
高
く　

行
手
さ
ん
た
り
わ
が
郷
土

	

た
た
え
ん
い
ざ
や
新
庄
市

山
尾　

順
紀

混声四部合唱・ピアノ伴奏に編曲された「新
庄市民歌」の楽譜は、市ホームページからダ
ウンロードできます。（PDF形式／80KB）

http://www.city.shinjo.yamagata.jp/
090/010/010/siminka-humen.pdf
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象
シンボル

徴に込められた思いを探る
5月上旬、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐために、政府は「新しい生活様式」を公表しました。

時代の転換期ともいわれるこの度の事態ですが、
私たち「新庄人」の根底にある気質は70年前から変わらないのではないでしょうか。

今号では、先人たちが本市の象
シンボル
徴に込めた思いを探ります。



　

新
庄
市
民
歌
と
新
庄
市
徽
章

市
民
歌
の
歌
詞
と
市
徽
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

昭
和
24
年
５
月
１
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
行

わ
れ
た
市
制
祝
賀
行
事
の
記
念
式
典
に
向
け

て
、
山
形
新
聞
社
と
の
共
催
で
公
募
さ
れ
ま

し
た
。

新
庄
市
民
歌

市
民
歌
の
歌
詞
に
は
２
７
１
編
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
31
編
は
県
外
か
ら
で
、

遠
く
は
九
州
か
ら
の
応
募
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

選
考
の
結
果
、
山
梨
県
か
ら
応
募
さ
れ
た

安
藤
壮
一
氏
の
歌
詞
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
氏
は
当
時
35
歳
の
警
察
官
で
、さ
ま
ざ

ま
な
歌
詞
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
し
て
い
た
青

年
詩
人
で
し
た
。
本
市
や
山
形
県
と
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、山
梨

県
警
察
学
校
で
安
藤
氏
の
教
官
を
務
め
た
武

田
芳
雄
氏
が
山
形
県
の
出
身
で
あ
り
、本
市

の
様
子
を
聞
き
構
想
を
練
っ
て
応
募
し
た
そ

う
で
す
。

〽
汽
笛
の
ひ
び
き　

は
つ
ら
つ
と

伸
び
る
鉄
路
の　

わ
が
郷
土

す
で
に
奥
羽
本
線
・
陸
羽
東
線
・
陸
羽
西
線

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
あ
っ
た
新
庄
市
は
、当
時
か

ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

蒸
気
機
関
車
が
鳴
ら
す
汽
笛
の
響
き
で
市
民

の
活
力
を
表
し
、こ
れ
か
ら
も
線
路
が
伸
び
て

い
く
こ
と
で
市
の
成
長
と
発
展
を
表
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲新庄市民歌歌碑（市役所正面）

　昨年度に市制施行70周年を迎えたことは、記憶に
新しく残っています。
　市制施行後の昭和24年5月。「新庄市民歌」と「新
庄市徽

きしょう

章」が制定され、これまでの70年を本市ととも
に歩んできました。
　また、本市を象徴する植物である「市の花アジサイ」
と「市の木モミ」。制定されてから時代も時勢も変わ
りましたが、これらに込められた思いは変わらないの
ではないでしょうか。

象 徴 に

込 められた

思 　 い

シンボル
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〽
名
所
旧
蹟　

数
あ
ま
た

栄
え
い
や
ま
す　

わ
が
郷
土

現
在
は
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
鳥
越
八
幡
神
社
」「
旧
矢
作
家
住
宅
」、

国
指
定
史
跡
で
あ
る「
新
庄
藩
主
戸
沢
家
墓

所
」、
市
指
定
史
跡
で
あ
る「
新
庄
城
址（
最

上
公
園
）」「
芭
蕉
の
句
碑
と
柳
の
清
水
跡
」な

ど
、名
所
・
旧
跡
に
富
む
城
下
町
・
新
庄
。「
い

や
ま
す
」と
い
う
言
葉
は「
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
る
」と
い
う
意
味
で
、築
い
て
き
た
歴
史
へ
の

誇
り
と
今
後
の
繁
栄
を
期
待
す
る
一
節
で
す
。

〽
新
興
都
市
の　

意
気
高
く

行
手
さ
ん
た
り　

わ
が
郷
土

県
内
で
５
番
目
に
市
と
な
っ
た
新
庄
市
。「
さ

ん
た
り
」は
鮮
や
か
で
き
ら
び
や
か
な
様
子
を

表
す「
燦さ

ん

」の
タ
リ
活
用
で
、新
興
都
市
と
し

て
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ

る
と
分
か
り
ま
す
。

新
庄
市
民
歌
の
作
曲
は
、市
制
施
行
前
年

の
昭
和
23
年
に
あ
っ
た「
第
32
回
全
日
本
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
」の
山
形
県
開
催
を
機
に

制
作
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
県
民
歌
」を
作
曲
を

し
た
、古
関
裕
而
氏
に
依
頼
し
ま
し
た
。「
気

品
が
あ
り
格
式
高
い
」と
評
価
さ
れ
る
氏
の
曲

風
は
、市
民
歌
か
ら
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
新
庄
市
も
、そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
、

末
永
く
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
た
曲
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
庄
市
徽
章

徽
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
３
０
６
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
優
秀
な

作
品
が
多
い
中
、山
形
市
の
村
田
芳
美
氏
の
作

品
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

村
田
氏
が
制
作
し
た
徽
章
は
、
外
郭
に
雪

国
・
新
庄
を
象
徴
す
る「
雪
の
結
晶
」
を
か
た

ど
り
、こ
の
中
に
新
庄
市
の「
新
」の
略
字
を

図
案
化
し
て
配
置
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鋭
角
的
な
外
郭
の
線
と
内
部
の
曲
線
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
絶
妙
で
、本
市
の
将
来
の
発
展
を
象

徴
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

市
の
花「
ア
ジ
サ
イ
」と

市
の
木「
モ
ミ
」

時
を
進
め
て
、
昭
和
59
年
６
月
。
市
制
施

行
35
周
年
を
記
念
し
、「
市
の
花
」
と
「
市
の

木
」を
制
定
し
ま
し
た
。
制
定
に
あ
た
り
、全

市
民
を
対
象
に
昭
和
52
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
、当
時
の
小
学
５・６
年
生
を
対
象
に
昭

和
58
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
を

参
考
に
し
ま
し
た
。

市
の
花「
ア
ジ
サ
イ
」

広
く
家
庭
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、も
と
も
と

馴
染
み
深
い
花
だ
っ
た
ア
ジ
サ
イ
。
ア
ジ
サ
イ
は

「
順
応
性
に
富
み
、た
く
ま
し
い
生
命
力
」
を

表
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、雪
国
・
新
庄
で
暮
ら

す
人
々
の
気
質
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、最
上
公
園
「
あ
じ
さ
い
園
」や

東
山
公
園
「
あ
じ
さ
い
の
杜
」に
４
万
５
千
株

を
超
え
る
ア
ジ
サ
イ
が
植
栽
・
整
備
さ
れ
て
お
り
、

市
民
だ
け
で
は
な
く
観
光
に
訪
れ
る
方
か
ら
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
木「
モ
ミ
」

最
上
公
園
や
新
庄
藩
主
戸
沢
家
墓
所
と

い
っ
た
史
跡
に
多
く
見
ら
れ
る
モ
ミ
の
木
。
大

地
に
し
っ
か
り
根
を
張
り
、大
空
に
向
か
っ
て
両

手
を
広
げ
そ
び
え
立
つ
姿
は
、未
来
に
躍
進
す

る
本
市
の
希
望
と
愛
情
を
表
し
て
い
ま
す
。

思
い
を
つ
な
ぐ

「
新
庄
市
民
歌
」「
新
庄
市
徽
章
」「
市
の
花
」

「
市
の
木
」を
探
る
と
、市
制
施
行
当
時
や
時

代
の
節
目
で
の
未
来
の
新
庄
に
込
め
た
希
望
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、環
境

や
時
代
の
変
化
に
も
揺
る
が
な
い
、新
庄
で
暮

ら
す
人
の
た
く
ま
し
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
。
生
き
方
を
変
え
な
く

て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
も
、き
っ
と
大
丈
夫
。
あ

な
た
た
ち
は
、十
分
に
た
く
ま
し
い
の
だ
か
ら
」

先
人
た
ち
が
象シ

ン
ボ
ル徴

に
込
め
た
思
い
は
、今
の

私
た
ち
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

雪
深
い
地
に
あ
っ
て
も
、
順
応
性
に
富
み
、

た
く
ま
し
い
生
命
力
を
持
っ
た
新
庄
人
。

大
地
に
深
く
根
を
張
り
、ま
っ
す
ぐ
に
。

わ
が
郷
土
を
誇
れ
る
も
の
に
―
―
。

特集　象
シンボル

徴に込められた思い

◀「
新
」の
略
字
が
図
案
化
さ
れ
る
ま
で
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新庄市徽章市の花「アジサイ」市の木「モミ」



◎詳しくは、総合政策課広報・地域づくり推進室へ。℡22-2117 地域力

明
倫
地
区

太
　
田...........................

庄
司
　
正
徳

荒
小
屋...........................

渡
辺
　
昭
彦

高
　
壇...........................

田
中
　
正
見

北
新
町...........................

髙
橋
　
和
彦

北
新
町
団
地..............

大
坂
チ
ヱ
子

中
川
原...........................

山
科
　
幸
丈

野
　
中...........................

今
田
　
辰
雄

谷
地
小
屋....................

五
嶋
　
富
夫

上
西
山...........................

沼
澤
　
高
男

滝
ノ
倉...........................

阿
部
　
則
夫

冷
水
沢...........................

中
鉢
　
　
豊

泉
ヶ
丘...........................

髙
橋
　
俊
逸

西
　
町...........................

佐
藤
　
卓
也

円
満
寺
町....................

菅
原
　
　
秀

木
栄
町...........................

田
中
　
幸
一

小
月
野...........................

亀
井
　
芳
髙

月
　
岡...........................

髙
橋
　
清
一

梅
ヶ
崎...........................

齋
藤
　
真
治

一
本
柳...........................

日
下
部
　
斉

中
　
山...........................

多
田
　
　
孝

小
　
泉...........................

三
原
　
常
男

上
神
明
町....................

戸
塚
　
喜
八

下
神
明
町....................

小
屋
　
正
人

桜
馬
場...........................

竹
田
　
眞
一

水
上
町...........................

井
上
　
光
彦

三
本
橋...........................

荒
川
　
　
宏

石
川
町...........................

今
田
キ
ミ
子

上
万
場
町....................

星
川
　
和
也

下
万
場
町....................

荒
川
　
　
力

常
葉
町
一
区..............

伊
藤
　
良
一

常
葉
町
二
区..............

三
原
　
　
茂

常
葉
町
三
区..............

星
川
　
　
滿

中
山
町...........................

髙
橋
　
禎
一

吉
川
町...........................

佐
藤
　
典
男

鍛
冶
町...........................

庄
司
　
光
昭

茶
屋
町...........................

神
成
　
雅
光

上
茶
屋
町....................

小
野
　
　
享

中
道
町...........................

大
沼
　
宏
一

明
倫
通
り....................

加
藤
征
太
郎

小
桧
室
団
地..............

矢
口
　
　
隆

川
原
町...........................

髙
橋
勢
津
雄

桧
町
一
区....................

長
澤
　
　
隆

桧
町
二
区....................

押
切
　
　
守

東
本
町...........................

今
田
　
雄
三

東
　
町...........................

樋
渡
　
勝
彦

東
天
町...........................

髙
橋
　
　
浩

上
北
本
町....................

髙
橋
　
廣
道

下
北
本
町....................

伊
東
　
洋
一

横
　
町...........................

本
澤
　
昌
紀

関
　
屋...........................

今
田
　
秀
喜

新
庄
地
区

下
西
山...........................

中
鉢
　
義
之

あ
た
ご
町....................

佐
藤
　
健
吉

新
　
田...........................

柏
倉
　
　
政

飛
　
田...........................

柏
倉
　
弘
貴

上
　
野...........................

笹
　
　
栄
一

蛇
　
塚...........................

渡
邊
　
勘
七

庚
　
申...........................

笹
　
　
正
男

川
西
１
区....................

笹
原
　
啓
一

川
西
２
区....................

矢
口
　
光
夫

川
西
３
区....................

藁
谷
　
良
夫

川
西
４
区....................

橋
本
　
正
美

川
西
５
区....................

井
上
　
孝
一

川
西
６
区....................

堀
　
　
二
郎

土
手
の
内....................

早
坂
　
祐
司

上
堀
端...........................

柿
崎
　
繁
男

大
正
町....................

佐
々
木
新
一
郎

仲
　
町...........................

森
　
　
博
信

下
仲
町...........................

星
川
　
清
昭

岡
崎
町...........................

佐
藤
　
征
彦

　毎年5月に区長総会を開催し212地区の区長に委嘱状を交付していましたが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、総会の開催を中止しました。
　区長は市の非常勤特別職として、地区内の世帯数の把握や月二回の広報物の配布・回覧などを通し、行政情報を地区住
民にお知らせしています。また、「区長と市長のまちづくり会議」などのさまざまな機会を通して、地域の課題や市政への
意見をまとめ、市との調整を図る役割を担っています。
　住みよい地域をつくるために、区長をはじめ住民全員で地域の課題解決に取り組むことができるよう、ご協力をお願い
します。

▲昨年12月に開催された区長ブロック研修会で、グループごと
に意見交換をしている様子（日新学区）

▲昨年7月に開催された区長と市長のまちづくり会議で、市政
への提案を説明している様子（新庄地区）

住みよい地域をめざして

212地区の区長さんを紹介します
市政と市民をつなぐ
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　毎年5月に区長総会を開催し212地区の区長に委嘱状を交付していましたが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、総会の開催を中止しました。
　区長は市の非常勤特別職として、地区内の世帯数の把握や月二回の広報物の配布・回覧などを通し、行政情報を地区住
民にお知らせしています。また、「区長と市長のまちづくり会議」などのさまざまな機会を通して、地域の課題や市政への
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に意見交換をしている様子（日新学区）

▲昨年7月に開催された区長と市長のまちづくり会議で、市政
への提案を説明している様子（新庄地区）

住みよい地域をめざして

212地区の区長さんを紹介します
市政と市民をつなぐ
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あじさい感謝状授与者
（勤続10年以上の退任者）

佐藤　栄一さん（木栄町／14年間）
髙橋　新作さん（往還新町／10年間）

区長協議会感謝状授与者
（勤続５年以上の退任者）

齋藤　　高さん（若葉町東／９年間）
髙橋　英雄さん（谷地小屋／８年間）
阿部　久男さん（宮内三／８年間）
髙橋　和彦さん（梨ノ木／８年間）
矢口　裕二さん（升形下二／８年間）
武田　　勝さん（月岡／６年間）

矢口　正裕さん（市野々／６年間）
柿崎　広昭さん（清水／６年間）
須田　柱一さん（升形下一／６年間）
早坂　國男さん（上西山／５年間）
髙橋　靖雄さん（水上町／５年間）
佐藤　圭一さん（飛田／５年間）

長きにわたり区長としてご尽力いただき、ありがとうございました。
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大賞作品

「雪解け春を待つ」
畔原 実 氏（新潟県燕市）

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

MACHIKADO
TOPICS

5/19〜

5/31
雪のフォトコンテストPart2

 雪の里情報館

「雪」をテーマに全国から写真を募集してコンテストを行い、入賞作品40点が展示されました。

5/

27
あじさい感謝状授与

 市役所応接室

10年以上区長を務めた佐藤栄一さんと髙
橋新作さんに、感謝状を授与しました。

4/1〜

8/23
「善次郎絵画に“みどり”をさがす」

 ふるさと歴史センター

森や樹木・草花などが描かれた近岡善次
郎氏の絵画が展示されています。

3/14〜

8/17
人間国宝・奥山峰石『花器』作品展

 ふるさと歴史センター

奥山峰石氏の作品の中から、花器に絞っ
た作品が展示されています。

5/

21
春の叙勲で旭日双光章を受章

 市役所応接室

地方自治への功労により受章した、元市議会
議員の森儀一さんに旭日双光章を伝達しました。

とき 寄附者　※敬称略 受領物品 活用方法
4月15日 山形東亜DKK㈱ 次亜塩素酸ナトリウム活性水80ℓ 市役所庁舎内に設置
4月20日 公益社団法人新庄青年会議所 アルコール消毒液51ℓ 市内の小中学校や社会教育施設などに設置
4月21日 寿建設㈱ 不織布マスク1,000枚 妊婦に提供
4月22日 ㈱JR東日本テクノサービス新庄営業所 次亜塩素酸水40ℓ 市内の保育施設25カ所に設置
4月28日 ㈱庄内互助センター 布マスク50枚・不織布マスク100枚 神室荘入所者に提供
4月30日 ㈱TKC 寄附金200万円 市内小中学校で使用するアルコール消毒液の購入
5月12日 最上地区廃棄物委託組合 寄附金10万円 幼児施設で使用する非接触型体温計の購入
5月12日 新庄最上清掃事業組合 寄附金20万円 幼児施設で使用する非接触型体温計の購入
5月29日 協同組合新庄専門店会 不織布マスク2,000枚 災害時の避難所用に備蓄
5月29日 沼田建設㈱ 寄附金153万1千円 災害時に避難所で使用するマスク・アルコール消毒液の購入

感染拡大防止のために活用させていただきます。ありがとうございました。

新型コロナウイルス対策のために、たくさんの寄附をいただきました!
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和

▪
当
日
の
新
聞
が
閲
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可
能
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な
り
ま
し
た
。

▪
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
使
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

※
図
書
館
の
利
用
時
間
は
、１
時
間
程
度
。

PICK
UP!

第5次新庄市総合計画基本構想への答申 5月19日㈫
 市役所議員協議会室

いただいた意見を反映した基本構想は、市議会6月定例会での審議を経て、公表されます。
◎詳しくは、総合政策課企画政策室へ。℡22-2115

マネジメント体制の構築
限りある資源の有効活用を図り、効果的かつ効率的な

行政経営を行うため、毎年度の事業の進捗や成果を点
検・評価し、課題解決に向けてより最適な事業を構築でき
るマネジメント・サイクルを確立してください。

 令和3年度から10年間の本市のまちづくりの指針を定め
る「第5次新庄市総合計画基本構想」を策定するにあた
り、諮問機関である市総合計画審議会（阿部 彰会長）
から、次のような答申をいただきました。

将来像の実現
基本構想は、本市が目指すまちの姿を示し、市民・企業・

団体・行政がその実現のために、それぞれの役割と責任の
もとで行動する指針となるものです。そのため、将来像に
掲げる「住みよさをかたちに 新庄市」の実現に向けて必
要となる取り組みを具体的に推進してください。

市民ニーズへの対応
人口減少や少子高齢化の進展による人口構造の変

化が避けられない状況下において、日々変化する時代の
流れと市民ニーズを的確にとらえ、行政課題の解決に向
けて柔軟な計画の運用を行ってください。
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医療保険制度 ◎詳しくは、税務課課税室℡29-5536、または、健康課国保医療室℡29-5792へ。

国
民
健
康
保
険
制
度

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度

対
象
者

　
他
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

75
歳
未
満
の
方（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

課
税
限
度
額
な
ど
の
改
正

　
令
和
２
年
度
の
保
険
税
の
課
税
限
度
額

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▪
医
療
保
険
分

　
◦
改
正
前
…
…
…
…
…
…
…
…
61
万
円

　
◦
改
正
後
…
…
…
…
…
…
…
…
63
万
円

▪
介
護
納
付
分

　
◦
改
正
前
…
…
…
…
…
…
…
…
16
万
円

　
◦
改
正
後
…
…
…
…
…
…
…
…
17
万
円

※
課
税
限
度
額
・・・
課
税
さ
れ
る
税
額
の
上

限
額

　
保
険
税
の
軽
減
を
算
定
す
る
際
の
基
準

額（
５
割
軽
減
・２
割
軽
減
）が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。（
７
割
軽
減
は
改
正
な
し
）

　
詳
し
く
は
、保
険
税
の
納
入
通
知
書
に

同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者

◦
75
歳
以
上
の
方

◦
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

保
険
料
額
な
ど
の
改
正

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
保
険
料

は
、２
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
見
直
し
は
、加
入
者
数
や
医
療

費
の
変
動
を
考
慮
し
て
算
定
し
ま
す
。
山

形
県
は
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、保
険

料
率
が
上
が
る
改
正
と
な
り
ま
し
た
。
改

正
内
容
は
下
記
比
較
表
の
と
お
り
で
す
。

　
所
得
が
少
な
い
方
へ
の
均
等
割
の
軽
減

も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、保
険
料
の
納
入
通
知
書
に

同
封
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

減
額
認
定
証・

限
度
額
適
用
認
定
証

の
申
請
手
続
き

適
用
区
分
の
変
更
が
な
い
方

　
新
し
い
認
定
証
を
7
月
下
旬
に
送
付
し

減
額
認
定
証・

限
度
額
適
用
認
定
証

の
申
請
手
続
き

　
８
月
１
日
以
降
も
減
額
認
定
証
・
限
度
額

適
用
認
定
証
を
使
用
す
る
方
は
、健
康
課

で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▪
申
請
日
　
７
月
20
日
㈪
以
降

▪
持
ち
物
　
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
世
帯
主

と
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

※
入
院
費
用
の
支
払
い
の
際
に
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
必
ず
入
院
時
に
病

院
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
の
送
付

　
70
歳
に
到
達
す
る
と
、自
己
負
担
額
割

合
や
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
要
件
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」が
誕
生
日

近
く
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
す
。

適
用
区
分
の
変
更
が
あ
る
方

　
健
康
課
で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▪
申
請
日
　
７
月
20
日
㈪
以
降

▪
持
ち
物
　
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
本
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

※
入
院
費
用
の
支
払
い
の
際
に
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
必
ず
入
院
時
に
病

院
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
送
付

　
75
歳
に
到
達
さ
れ
た
方
は
、自
動
的
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
伴
い
、「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

険
者
証
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

保険料額　比較表
令和２年度・

令和３年度の保険料
平成３０年度・

令和元年度の保険料

均等割 43,100円 ４１,１００円

所得割 8�68% 8�01%

賦課限度額 ６４万円 ６２万円

※賦課限度額…個人に割り当てられる保険料の上限額

　
国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、加
入
者（
被
保
険
者
）が
保
険
税
を
納
め
医
療
費
の

負
担
を
支
え
合
う
、助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
「
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
市
町
村
と
事
務
を
分
担
し
な
が
ら
運
営
し

て
い
る
制
度
で
す
。
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送
付
し

減
額
認
定
証・

限
度
額
適
用
認
定
証

の
申
請
手
続
き

　
８
月
１
日
以
降
も
減
額
認
定
証
・
限
度
額

適
用
認
定
証
を
使
用
す
る
方
は
、健
康
課

で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▪
申
請
日
　
７
月
20
日
㈪
以
降

▪
持
ち
物
　
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
世
帯
主

と
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

※
入
院
費
用
の
支
払
い
の
際
に
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
必
ず
入
院
時
に
病

院
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
の
送
付

　
70
歳
に
到
達
す
る
と
、自
己
負
担
額
割

合
や
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
要
件
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」が
誕
生
日

近
く
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
す
。

適
用
区
分
の
変
更
が
あ
る
方

　
健
康
課
で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▪
申
請
日
　
７
月
20
日
㈪
以
降

▪
持
ち
物
　
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
本
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

※
入
院
費
用
の
支
払
い
の
際
に
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
必
ず
入
院
時
に
病

院
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
送
付

　
75
歳
に
到
達
さ
れ
た
方
は
、自
動
的
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
伴
い
、「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

険
者
証
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

保険料額　比較表
令和２年度・

令和３年度の保険料
平成３０年度・

令和元年度の保険料

均等割 43,100円 ４１,１００円

所得割 8�68% 8�01%

賦課限度額 ６４万円 ６２万円

※賦課限度額…個人に割り当てられる保険料の上限額

　
国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、加
入
者（
被
保
険
者
）が
保
険
税
を
納
め
医
療
費
の

負
担
を
支
え
合
う
、助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
「
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
市
町
村
と
事
務
を
分
担
し
な
が
ら
運
営
し

て
い
る
制
度
で
す
。

医療保険制度 ◎詳しくは、税務課課税室℡29-5536、または、健康課国保医療室℡29-5792へ。

Ｑ１
加入手続きはいつすればよいですか？
必要書類は何ですか？

Ａ１

会社を退職された方は、１４日以内に市民課または健
康課で手続きが必要です。本人もしくは家族の方が
手続きをしてください。退職時に発行される「健康保
険資格喪失連絡票」を必ずお持ちください。

Ｑ2
会社の都合で退職しました。国民健康保険税の軽
減制度はありますか？

Ａ2
税額が軽減される場合がありますので、雇用保険受
給資格者証をお持ちのうえご相談ください。

Ｑ3
会社に勤めることになりましたが、脱退する手続
きが必要ですか？

Ａ3

１４日以内に国民健康保険の脱退手続きをしてくださ
い。自動的に保険制度の切り替えが行われることは
ありません。新しく発行された被保険者証と国民健康
保険被保険者証の両方をお持ちください。

※加入・脱退の手続の際は、身分証明書と印鑑をお持ちください。

Ｑ4 本人が手続きできない時はどうすればよいか？

Ａ4
代理人による手続きができます。その場合、委任状と
代理人の身分証明書が必要です。同居家族であれ
ば、委任状は必要ありません。

Ｑ5
減額認定証・限度額適用認定証はどんな時に使用
しますか？

Ａ5
入院時に病院へ提示することで、入院費用の支払い
の際に窓口負担が軽減されます。健康課で発行手
続きができます。

国保よくあるQ&A

Ｑ１ 被保険者証を紛失しました。再発行できますか？

Ａ１
健康課で再発行できますので、本人確認ができる身
分証明書をお持ちください。

Ｑ２
本人が入院中で窓口に行くことができません。
どうすればよいですか？

Ａ２
健康課に代理人の身分確認書類と本人の被保険
者証、印鑑をお持ちください。

後期よくあるQ&A
ま
す
。

適
用
区
分
の
変
更
が
あ
る
方

　
健
康
課
で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▪
申
請
日
　
７
月
20
日
㈪
以
降

▪
持
ち
物
　
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
本
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

※
入
院
費
用
の
支
払
い
の
際
に
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
必
ず
入
院
時
に
病

院
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
送
付

　
75
歳
に
到
達
さ
れ
た
方
は
、自
動
的
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
伴
い
、「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

険
者
証
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国民健康保険
後期高齢者医療保険
被保険者証　７月下旬に送付

　被保険者証の有効期限は８月から翌年７月までです。単
身世帯で、長期入院中などの理由で現住所以外への送付
を希望する方は、事前に健康課までご連絡ください。

納入通知書　７月中旬に送付

　令和２年度の国民健康保険税・後期高齢者医療保険
料の納入通知書（普通徴収分）は７月中旬に送付します。
ただし、年金から天引きされる方には、９月中旬に特別徴収
通知書を送付します。
※普通徴収・・・納付書で納める方法
特別徴収・・・支給される年金から納める方法
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ど
ん
な
人
が
加
入
し
て
い
る
の
?

　
国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加

入
し
ま
す
。
加
入
の
形
態
は
次
の
通
り
で

す
。▪

第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、農
林
漁
業
者
、学
生
、無

職
の
方
な
ど

▪
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
の
方

▪
第
３
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被
扶

養
配
偶
者

　
会
社
を
辞
め
た
と
き
や
配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
場
合
は
、市
役
所
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。

保
険
料
は
い
く
ら
？
納
め
方
は
？

▪
令
和
2
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

１
６
，５
４
０
円（
月
額
）

　
こ
の
保
険
料
に
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
こ
と
で
、将
来
の
受
給
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
付
加
保
険
料
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、納
付
書
に
よ
り
現
金

で
納
付
す
る
方
法
の
ほ
か
に
、口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す
。
現

金
納
付
の
場
合
は
金
融
機
関
や
郵
便
局
、コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
な
ど
を
ご
利
用
の
際
は
、金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
？

　
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▪（
全
額・一
部
）免
除
申
請

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

（
4
分
の
3
免
除
、
半
額
免
除
、
4
分

の
1
免
除
）と
な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
は
、減
額
さ
れ
た
保
険
料
を

納
め
な
い
と「
未
納
」
扱
い
に
な
り
、2

年
を
超
え
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▪
納
付
猶
予
申
請

50
歳
未
満
の
方
で
、本
人
・
配
偶
者
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▪
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
、本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　
申
請
月
か
ら
2
年
1
カ
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

令
和
2
年
6
月
に
申
請
し
た
場
合
、平
成

30
年
5
月
分
か
ら
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。

　
申
請
手
続
き
は
、住
所
地
の
市
区
町
村

の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
全
額
納
付
し

た
場
合
に
比
べ
て
保
険
料
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
い
る
た
め
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
期
間
の
保
険
料

を
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納

制
度
」が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
年
金

事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
免
除
に
つ
い
て

（
平
成
31
年
4
月
か
ら
）

　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
期
間
を

対
象
と
し
た
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免

除
制
度
が
平
成
31
年
4
月
か
ら
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
産
前
産
後
免
除
の
期
間
は
年
金

受
給
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
る
う
え
、
老

齢
基
礎
年
金
額
に
満
額
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
4
カ
月
間（
多
胎
児
の
場
合
は
、

3
カ
月
前
か
ら
6
カ
月
間
）の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
届
出
は
出
産
予

定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

保
険
料
の
割
引
制
度

　
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
保

険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
場
合
、

「
当
月
末
引
落
し
」
ご
利
用
で
毎
月
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
６
カ
月
前
納
、１
年
前

納
、２
年
前
納
す
る
場
合
、納
付
書
に
よ
る

前
納
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
く
お
得
で
す
。

前
納
す
る
場
合
は
、前
納
す
る
期
間
に
よ
っ

て
申
込
期
限
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、お

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

国民年金のキホン

◎詳しくは、新庄年金事務所℡22-2050、または、市民課℡29-5819へ。 国民年金

国民年金明日への
確かな備え

　国民年金制度は、誰もが安心して老後を迎えられるよう、国と被保険者が年金支給により世代を超えて暮らしを支える
制度です。また、老後だけではなく、万一の場合に障害基礎年金や遺族基礎年金などを支給することにより、本人や残され
た家族などの生活を支えます。

年金生活者支援給付金制度（令和元年10月から開始）

　消費税引き上げ分を活用し、公的年金などの収入金額や
所得額が一定の基準額以下の年金受給者の生活を支援す
るために、年金に上乗せして支給される制度です。受け取りに
は、請求書の提出が必要です。ご案内や手続きは、日本年金
機構が実施します。

高齢者への給付金（老齢年金生活者支援給付金）
▪対　象　次の要件をすべて満たしている方
　①65歳以上で老齢基礎年金を受けている
　②前年の年金収入額とその他所得額の合計額が
　　879,300円以下
　③同一世帯全員の市町村民税が非課税
▪給付額　月額5,030円を基準に、保険料納付済期間に応
　じて算出されます
障害者への給付金（障害年金生活者支援給付金）
▪対　象　次の要件をすべて満たしている方
　①障害基礎年金を受けている
　②前年の所得額が4,621,000円以下である
　　※扶養親族の人数に応じて増額します。
▪給付額
　障害等級1級の方　月額6,288円
　障害等級2級の方　月額5,030円
遺族への給付金（遺族年金生活者支援給付金）
▪対　象　次の要件をすべて満たしている方
　①遺族基礎年金を受けている
　②前年の所得額が4,621,000円以下である
　　※扶養親族の人数に応じて増額します。
▪給付額　月額5,030円

令和２年度の主な年金額

▪老齢基礎年金　781,700円
（40年間納めたときの満額の金額）

　国民年金保険料を納付した期間、保険料免除や学生納付
特例を受けた期間、厚生年金や共済に加入した期間、第3号
被保険者期間などを合計して120カ月（10年）以上ある人が
原則65歳から受け取れます。

▪障害基礎年金　【1級】977,125円
　　　　　　　　【2級】781,700円

（子の人数による加算あり）
　国民年金加入中や20歳前に病気やけがなどをし、障がい
が残った場合に請求できますが、障がいの程度や保険料を一
定以上納付していないことなどにより該当しない場合もあります。

▪遺族基礎年金　781,700円　（子による加算あり）

　配偶者が国民年金加入中に亡くなり、かつ18歳未満など
の子供がいる場合、残された配偶者または子が受け取ること
ができます。亡くなった方によって生計を維持されていたことや、
保険料を一定以上納付していたことが条件となります。

その他の年金について
▪寡婦年金
　免除期間を含む保険料を納めた期間が10年以上ある夫
が亡くなった場合、10年以上婚姻関係のあった妻（事実婚
を含む）が60歳から65歳になるまで受け取ることができます。
▪死亡一時金
　保険料を納めた期間（免除制度により一部納付した期間
の月数に応じて算出した期間）が36カ月以上ある人が老齢
基礎年金、障害基礎年金のいずれも受けずに亡くなったとき、
亡くなった人と生計をともにしていた遺族が受け取れます。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪
失
や
売
り

上
げ
の
減
少
な
ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当

程
度
ま
で
下
が
っ
た
場
合
は
、臨
時
特
例
措

置
と
し
て
本
人
申
告
の
所
得
見
込
み
額
を

用
い
た
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、免
除
申
請

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▪
一
般
の
方
　
令
和
２
年
2
月
分
か
ら
6

月
分
ま
で

※
7
月
以
降
は
、改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

▪
学
生
の
方
　
令
和
２
年
2
月
分
か
ら
令

和
3
年
3
月
分
ま
で

学
生
証
の
発
行
の
遅
延
に
よ
り
学
生
納
付

特
例
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方

　
申
請
書
の
備
考
欄
に「
学
生
証
発
行
遅

延
の
た
め
後
日
送
付
」と
記
載
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
学
生
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

速
や
か
に
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
年
金
診
断
書
の
提
出
期
限
を

迎
え
る
方

　
令
和
２
年
2
月
末
か
ら
令
和
3
年
2
月

末
ま
で
に
提
出
期
限
を
迎
え
る
方
に
つ
い
て
、

提
出
期
限
を
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
延
長
し
ま
す
。

　
各
制
度
の
詳
細
や
申
請
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
は
、日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
制
度
の
ご
案
内

新しい制度と主な年金額

◎詳しくは、新庄年金事務所℡22-2050、または、市民課℡29-5819へ。 国民年金
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ど
ん
な
人
が
加
入
し
て
い
る
の
?

　
国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加

入
し
ま
す
。
加
入
の
形
態
は
次
の
通
り
で

す
。▪

第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、農
林
漁
業
者
、学
生
、無

職
の
方
な
ど

▪
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
の
方

▪
第
３
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被
扶

養
配
偶
者

　
会
社
を
辞
め
た
と
き
や
配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
場
合
は
、市
役
所
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。

保
険
料
は
い
く
ら
？
納
め
方
は
？

▪
令
和
2
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

１
６
，５
４
０
円（
月
額
）

　
こ
の
保
険
料
に
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
こ
と
で
、将
来
の
受
給
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
付
加
保
険
料
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、納
付
書
に
よ
り
現
金

で
納
付
す
る
方
法
の
ほ
か
に
、口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す
。
現

金
納
付
の
場
合
は
金
融
機
関
や
郵
便
局
、コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
な
ど
を
ご
利
用
の
際
は
、金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
？

　
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▪（
全
額・一
部
）免
除
申
請

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

（
4
分
の
3
免
除
、
半
額
免
除
、
4
分

の
1
免
除
）と
な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
は
、減
額
さ
れ
た
保
険
料
を

納
め
な
い
と「
未
納
」
扱
い
に
な
り
、2

年
を
超
え
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▪
納
付
猶
予
申
請

50
歳
未
満
の
方
で
、本
人
・
配
偶
者
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▪
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
、本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　
申
請
月
か
ら
2
年
1
カ
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

令
和
2
年
6
月
に
申
請
し
た
場
合
、平
成

30
年
5
月
分
か
ら
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。

　
申
請
手
続
き
は
、住
所
地
の
市
区
町
村

の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
全
額
納
付
し

た
場
合
に
比
べ
て
保
険
料
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
い
る
た
め
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
期
間
の
保
険
料

を
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納

制
度
」が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
年
金

事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
免
除
に
つ
い
て

（
平
成
31
年
4
月
か
ら
）

　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
期
間
を

対
象
と
し
た
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免

除
制
度
が
平
成
31
年
4
月
か
ら
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
産
前
産
後
免
除
の
期
間
は
年
金

受
給
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
る
う
え
、
老

齢
基
礎
年
金
額
に
満
額
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
4
カ
月
間（
多
胎
児
の
場
合
は
、

3
カ
月
前
か
ら
6
カ
月
間
）の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
届
出
は
出
産
予

定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

保
険
料
の
割
引
制
度

　
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
保

険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の
場
合
、

「
当
月
末
引
落
し
」
ご
利
用
で
毎
月
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
６
カ
月
前
納
、１
年
前

納
、２
年
前
納
す
る
場
合
、納
付
書
に
よ
る

前
納
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
く
お
得
で
す
。

前
納
す
る
場
合
は
、前
納
す
る
期
間
に
よ
っ

て
申
込
期
限
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、お

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

国民年金のキホン

◎詳しくは、新庄年金事務所℡22-2050、または、市民課℡29-5819へ。 国民年金

国民年金明日への
確かな備え

　国民年金制度は、誰もが安心して老後を迎えられるよう、国と被保険者が年金支給により世代を超えて暮らしを支える
制度です。また、老後だけではなく、万一の場合に障害基礎年金や遺族基礎年金などを支給することにより、本人や残され
た家族などの生活を支えます。

年金生活者支援給付金制度（令和元年10月から開始）

　消費税引き上げ分を活用し、公的年金などの収入金額や
所得額が一定の基準額以下の年金受給者の生活を支援す
るために、年金に上乗せして支給される制度です。受け取りに
は、請求書の提出が必要です。ご案内や手続きは、日本年金
機構が実施します。

高齢者への給付金（老齢年金生活者支援給付金）
▪対　象　次の要件をすべて満たしている方
　①65歳以上で老齢基礎年金を受けている
　②前年の年金収入額とその他所得額の合計額が
　　879,300円以下
　③同一世帯全員の市町村民税が非課税
▪給付額　月額5,030円を基準に、保険料納付済期間に応
　じて算出されます
障害者への給付金（障害年金生活者支援給付金）
▪対　象　次の要件をすべて満たしている方
　①障害基礎年金を受けている
　②前年の所得額が4,621,000円以下である
　　※扶養親族の人数に応じて増額します。
▪給付額
　障害等級1級の方　月額6,288円
　障害等級2級の方　月額5,030円
遺族への給付金（遺族年金生活者支援給付金）
▪対　象　次の要件をすべて満たしている方
　①遺族基礎年金を受けている
　②前年の所得額が4,621,000円以下である
　　※扶養親族の人数に応じて増額します。
▪給付額　月額5,030円

令和２年度の主な年金額

▪老齢基礎年金　781,700円
（40年間納めたときの満額の金額）

　国民年金保険料を納付した期間、保険料免除や学生納付
特例を受けた期間、厚生年金や共済に加入した期間、第3号
被保険者期間などを合計して120カ月（10年）以上ある人が
原則65歳から受け取れます。

▪障害基礎年金　【1級】977,125円
　　　　　　　　【2級】781,700円

（子の人数による加算あり）
　国民年金加入中や20歳前に病気やけがなどをし、障がい
が残った場合に請求できますが、障がいの程度や保険料を一
定以上納付していないことなどにより該当しない場合もあります。

▪遺族基礎年金　781,700円　（子による加算あり）

　配偶者が国民年金加入中に亡くなり、かつ18歳未満など
の子供がいる場合、残された配偶者または子が受け取ること
ができます。亡くなった方によって生計を維持されていたことや、
保険料を一定以上納付していたことが条件となります。

その他の年金について
▪寡婦年金
　免除期間を含む保険料を納めた期間が10年以上ある夫
が亡くなった場合、10年以上婚姻関係のあった妻（事実婚
を含む）が60歳から65歳になるまで受け取ることができます。
▪死亡一時金
　保険料を納めた期間（免除制度により一部納付した期間
の月数に応じて算出した期間）が36カ月以上ある人が老齢
基礎年金、障害基礎年金のいずれも受けずに亡くなったとき、
亡くなった人と生計をともにしていた遺族が受け取れます。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪
失
や
売
り

上
げ
の
減
少
な
ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当

程
度
ま
で
下
が
っ
た
場
合
は
、臨
時
特
例
措

置
と
し
て
本
人
申
告
の
所
得
見
込
み
額
を

用
い
た
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、免
除
申
請

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▪
一
般
の
方
　
令
和
２
年
2
月
分
か
ら
6

月
分
ま
で

※
7
月
以
降
は
、改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

▪
学
生
の
方
　
令
和
２
年
2
月
分
か
ら
令

和
3
年
3
月
分
ま
で

学
生
証
の
発
行
の
遅
延
に
よ
り
学
生
納
付

特
例
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方

　
申
請
書
の
備
考
欄
に「
学
生
証
発
行
遅

延
の
た
め
後
日
送
付
」と
記
載
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
学
生
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

速
や
か
に
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
年
金
診
断
書
の
提
出
期
限
を

迎
え
る
方

　
令
和
２
年
2
月
末
か
ら
令
和
3
年
2
月

末
ま
で
に
提
出
期
限
を
迎
え
る
方
に
つ
い
て
、

提
出
期
限
を
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
延
長
し
ま
す
。

　
各
制
度
の
詳
細
や
申
請
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
は
、日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
制
度
の
ご
案
内

新しい制度と主な年金額

◎詳しくは、新庄年金事務所℡22-2050、または、市民課℡29-5819へ。 国民年金
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◎詳しくは、社会教育課へ。℡２３-５００５ 男女共同参画

その悩み、ひとりで抱える前に
ご相談ください。

▪電話　24時間受付　℡0120-279-889　▪メール　24時間受付
▪チャット相談　12時～22時  
メール・チャットでのご相談はこちら▶︎https://soudanplus.jp/

6月２３日㈫～２９日㈪ は「男女共同参画週間」です

　男女共同参画社会の形成に向け、国では毎年6月23日から29日を男女共同参画週間としています。今年度は、「自分らしい人
生を実現するために、時間をどう使っていくのか。家族や地域、社会はそれをどう後押ししていくのか。それを社会全体で考えていくきっ
かけとなるキャッチフレーズ」をテーマに募集し、２つの作品が最優秀となりました。この期間中に、自分の時間の使い方、仕事や生
活のバランスを考えてみましょう。

ｗ
ｈａ
ｔ 

ｓ
男
女
共
同
参
画
？

　「
男
女
共
同
参
画
」と
は
、性
別
に
関
わ

り
な
く
個
人
と
し
て
多
様
な
生
き
方
を
選

択
で
き
、認
め
あ
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　男
性
も
女
性
も
、そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
男
性
は
仕
事
、女
性
は
仕

事
も
家
庭
も
」と
い
う
よ
う
な
男
女
の
固
定

的
な
役
割
分
担
に
捉
わ
れ
ず
に
お
互
い
が
支

え
合
い
、家
庭
や
職
場
・
地
域
な
ど
、ど
の
よ

う
な
場
面
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。
こ
の

よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、政
府

や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は
な
く
、市
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。「ワーク・ライフ・バランス」

　仕事や家庭生活・地域活動・個人の趣味
などがバランスよく展開できる状態であり、誰
もがワーク（仕事）もライフ（生活）も充実させ
ることができることです。

ドメスティックバイオレンス（DV）被害による新たな相談窓口の開設
　新型コロナウイルスに伴う生活不安やストレスなどから、DVの深刻化が懸念され、相談件数も全国的に増加しています。こ
れに対応するために、現在の相談窓口である配偶者暴力支援センターに加え、新たにDV相談窓口が開設されました。配偶者
からの暴力に悩んでいる方やどこに相談すればよいかわからない方は、下記の相談をご利用ください。

令和２年度　男女共同参画週間キャッチフレーズ

「そっか。いい人生は、いい時間の使い方なんだ。」
「ワクワク・ライフ・バランス」

一般相談
　女性相談員が相談に乗ります。
▪とき　月～木・土曜日9時～17時、金・日・祝日13時～17時
　※第1・第3・第5月曜日、第3日曜日、年末年始をのぞく
▪相談方法　電話・面談にて（面談は要予約）

℡023-629-8007

法律相談
　弁護士が相談に乗ります。
▪とき　毎月第2・第4木曜日14時～16時
▪相談方法　面談にて（要予約）

℡023-629-8007

男性ほっとライン ～男性のための相談窓口～

　男性相談員が相談に乗ります。
▪とき　毎月第1・第2・第3水曜日19時～21時
▪相談方法　電話にて

℡023-646-1181

こころの相談
　専門の女性心理カウンセラーがお手伝いします。
▪とき　毎月第２・第４土曜日14時～16時
▪相談方法　面談にて（要予約）

℡023-629-8007
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◎詳しくは、社会教育課へ。℡２３-５００５ 男女共同参画

その悩み、ひとりで抱える前に
ご相談ください。

▪電話　24時間受付　℡0120-279-889　▪メール　24時間受付
▪チャット相談　12時～22時  
メール・チャットでのご相談はこちら▶︎https://soudanplus.jp/

6月２３日㈫～２９日㈪ は「男女共同参画週間」です

　男女共同参画社会の形成に向け、国では毎年6月23日から29日を男女共同参画週間としています。今年度は、「自分らしい人
生を実現するために、時間をどう使っていくのか。家族や地域、社会はそれをどう後押ししていくのか。それを社会全体で考えていくきっ
かけとなるキャッチフレーズ」をテーマに募集し、２つの作品が最優秀となりました。この期間中に、自分の時間の使い方、仕事や生
活のバランスを考えてみましょう。

ｗ
ｈａ
ｔ 

ｓ
男
女
共
同
参
画
？

　「
男
女
共
同
参
画
」と
は
、性
別
に
関
わ

り
な
く
個
人
と
し
て
多
様
な
生
き
方
を
選

択
で
き
、認
め
あ
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　男
性
も
女
性
も
、そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
男
性
は
仕
事
、女
性
は
仕

事
も
家
庭
も
」と
い
う
よ
う
な
男
女
の
固
定

的
な
役
割
分
担
に
捉
わ
れ
ず
に
お
互
い
が
支

え
合
い
、家
庭
や
職
場
・
地
域
な
ど
、ど
の
よ

う
な
場
面
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。
こ
の

よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、政
府

や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は
な
く
、市
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。「ワーク・ライフ・バランス」

　仕事や家庭生活・地域活動・個人の趣味
などがバランスよく展開できる状態であり、誰
もがワーク（仕事）もライフ（生活）も充実させ
ることができることです。

ドメスティックバイオレンス（DV）被害による新たな相談窓口の開設
　新型コロナウイルスに伴う生活不安やストレスなどから、DVの深刻化が懸念され、相談件数も全国的に増加しています。こ
れに対応するために、現在の相談窓口である配偶者暴力支援センターに加え、新たにDV相談窓口が開設されました。配偶者
からの暴力に悩んでいる方やどこに相談すればよいかわからない方は、下記の相談をご利用ください。

令和２年度　男女共同参画週間キャッチフレーズ

「そっか。いい人生は、いい時間の使い方なんだ。」
「ワクワク・ライフ・バランス」

一般相談
　女性相談員が相談に乗ります。
▪とき　月～木・土曜日9時～17時、金・日・祝日13時～17時
　※第1・第3・第5月曜日、第3日曜日、年末年始をのぞく
▪相談方法　電話・面談にて（面談は要予約）

℡023-629-8007

法律相談
　弁護士が相談に乗ります。
▪とき　毎月第2・第4木曜日14時～16時
▪相談方法　面談にて（要予約）

℡023-629-8007

男性ほっとライン ～男性のための相談窓口～

　男性相談員が相談に乗ります。
▪とき　毎月第1・第2・第3水曜日19時～21時
▪相談方法　電話にて

℡023-646-1181

こころの相談
　専門の女性心理カウンセラーがお手伝いします。
▪とき　毎月第２・第４土曜日14時～16時
▪相談方法　面談にて（要予約）

℡023-629-8007

外で遊ぼう ◎詳しくは、都市整備課都市計画室へ。℡29-5822

河川公園に出かけよう!
市内には、最上公園や東山公園のほかにも、河川公園があるのをご存じですか?

泉田地域・上西山地域の泉田川河川敷と、鳥越地域の新田川河川敷に3つの河川公園があります。
暑くなるこれからの季節、憩いを求めに出かけてみませんか?

泉田河川公園

　泉田川の河川敷に隣接する河川公
園。火をおこして煮炊きができる場所や、
水洗場が整備されています。夏のバー
ベキューや秋の芋煮会での利用もでき
ます。また、公園内にせせらぎ水路が
整備されており、気軽に水と触れ合うこ
とができます。

駐車台数 7台
トイレ 〇
水洗場 〇
あずまや 〇
遊具 ×
水飲器 〇
水辺空間 〇

西山河川広場

　こちらも泉田川の河川敷に隣接する
河川公園。「滝ノ倉の公園」と呼ばれる
ことも多いです。煮炊き場が整備されて
おり、安全に火をおこせます。また、遊具
も整備されており、小さなお子さまがいる
家族連れでもみんなで楽しめます。

駐車台数 11台
トイレ 〇
水洗場 〇
あずまや 〇
遊具 〇
水飲器 〇
水辺空間 〇

新田川河川公園

　新田川河川敷に隣接する河川公
園。火をおこして煮炊きをすることはで
きませんが、河川敷の遊歩道を散歩し
たり、遊具で遊んだりして楽しめます。
また、公園内には親水空間が整備され
ており、安心して水遊びができます。

駐車台数 8台
トイレ 〇
水洗場 ×
あずまや 〇
遊具 〇
水飲器 〇
水辺空間 〇

火は決められた場所で!!
　泉田河川公園・西山河川広場で火をおこして煮炊きをする
ときは、芝生の上や燃えやすいもののそばを避け、決められた
場所をご利用ください。また、新田川河川公園での煮炊きはで
きません。

泉田河川公園 西山河川広場

▲砂利敷きの煮炊き場 ▲整備されたかまど

安全に水遊びをするために
大人と一緒に!

整備された空間であっても、子どもだけでの水遊びは大
変危険です。必ず大人が付き添って遊ぶようにしましょう。

万が一に備えて!
出かける前には「どこに行く」「何時ころに帰る」といった

ことを身近な人に伝えるようにしましょう。

河川の増水に注意!
雨が降ってくると急に増水することがあります。雲行きが

怪しくなってきたら、早めに切り上げるようにしましょう。

暗くなるとさらに危険に!
日が暮れてからの水遊びは思わぬ事故を引き起こしかね

ません。明るいうちに帰るようにしましょう。
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ゆっくりでも、小さくても、一歩を踏み出せば社会は変わります。そんな一歩を踏み出した人たち、
その踏み出すきっかけを作っている人たちを紹介します。

市
民活動紹介

vol.15

自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い

う
思
い
で
、絵
本
好
き
な
仲
間
た
ち
と
ア
ベ

ル
ん
ち
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、子

ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
勤
め
て
い

た
と
き
、お
世
話
に
な
っ
た
専
門
家
の
先
生

に
再
会
し
、「
プ
ロ
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
も
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ま
す
よ
」と
言

わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、リ
ー
ス
の
会
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

居
場
所
を
架
け
橋
に

　ア
ベ
ル
ん
ち
の
活
動
は
、毎
回
誰
が
来
て

く
れ
る
か
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
新
し
い

出
会
い
が
新
し
い
発
見
に
つ
な
が
り
、お
う
ち

に
も
笑
顔
が
増
え
る
よ
う
な
活
動
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
今
後
は
作
品
の
展
示
会
や「
ア

ベ
ル
ん
ち
農
園
」な
ど
の
活
動
も
行
う
予
定

で
す
。
農
業
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
が
、地
域
と
接
す
る
場
所
を
つ
く

り
、広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
活
動
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

家庭教育応援・ボランティア活動団体

「アベルんち」
　「つながり 出会い 発見」をキーワードにワー
クショップなどを開催し、人・家庭・地域が元
気になるような場づくりや活動を通して、参加
してくれる皆さん一人一人が笑顔になれるよう、
交流の輪を広げています。地域の人たちが
訪れ可愛がってくれた愛犬アベルのように地
域に貢献できるように、「ア
ベルんち」という団体名で
活動しています。

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
活
動

　ア
ベ
ル
ん
ち
で
は
、人
と
人
と
が
活
動
を

通
し
て
出
会
い
、つ
な
が
り
、新
た
な
発
見
が

で
き
る
よ
う
に
、絵
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
茶

話
会
や
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、パ
ス
テ
ル
画
・エ
コ
バ
ッ

ク
作
り・
絵
本
づ
く
り・
焼
き
物
体
験
な
ど
、

参
加
者
が
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ
う
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り・
発
達

障
が
い
な
ど
で
悩
む
子
や
不
安
を
抱
え
る

保
護
者
の
心
の
発
散
・
交
流
・
情
報
交
換
を

目
的
と
し
て
、専
門
家
と
直
接
交
流
で
き

る
意
見
交
換
会「
リ
ー
ス
の
会
」を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
分
に
で
き
る
こ
と

　活
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

東
日
本
大
震
災
の
時
に
避
難
者
や
被
災
地

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

家庭教育応援・ボランティア活動団体「アベルんち」 代表　佐
さ と う

藤 成
な る み

美 さん

ワークショップの様子 絵本 de 茶話会の様子 活動間での交流の様子

Facebookはこちら▶
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プラス

ガス給湯器・ガラストップコンロ・台所・浴室・リフォーム
LPガス・灯油・上下水道工事

̶ ガスを通して住宅設備のお手伝いをする ̶

国勢調査の調査員を募集しています！

令和2年度 新庄市職員（上級行政、上級土木）採用試験 のお知らせ

調査員のしごと　※国の方針により、内容が変更になる場合があります。

募集内容
▪対　　象　市内在住の20歳以上で、次の要件に当てはまる人

①警察または税務に直接従事していない人
②候補者や秘書ではないなど、公職選挙活動に直接関係
していない人

③暴力団員ではなく、暴力団と密接な関係を有しない人
▪報　　酬　1回3〜6万円程度（担当する件数により異なる）
▪申込方法　本庁舎2階システム統計室に印鑑を持参してお越し下さい。
▪申込期限　令和2年7月31日㈮ 相

談
室

市
民
相
談
室

休
日
夜
間

受
付
窓
口

監
査

委
員
室

応
接
室

市
長
室

副
市
長
室

シ
ス
テ
ム

統
計
室

総
合
政
策
課

試験区分 主な職務内容 生年月日・資格など 採用人数 住所要件

上級行政 一般行政に関する業務 次のいずれかに該当する人
①平成2年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人
②平成11年4月2日以降に生まれた人で、大学を卒業
した人または令和3年3月31日までに大学を卒業す
る見込みの人

若干名
採用後、新庄市
内に居住する見
込みがある人上級土木

市有施設・道路などの維持管
理、工事の設計・監督、その
他土木行政に関する業務

▪第１次試験　8月2日㈰／新庄市民プラザ大ホール
▪受 付 期 間　6月1日㈪〜7月1日㈬　※郵送の場合は7月1日㈬必着
▪受 験 申 込　受験申込書を市総務課で取得するか、市ホームページからダウンロードしてください。郵便で請求する場合は、封筒の

表に「受験申込書請求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形2号）を同封し、下記宛先へ
送付してください。

◎総務課秘書職員室　℡22-2113　（〒996-8501　山形県新庄市沖の町10番37号　新庄市総務課　採用試験担当宛）

1.調査員説明会

▶
2.調査区地図作製

▶
3.調査区内の全世帯を訪問

調査の概要や調査員の仕事などの
説明をします。

（8月下旬〜９月上旬）

担当調査区を巡回し、調査区内の
建物・地形を確認した後、地図に書
き込みます。　　　　（９月上旬〜）

調査区内の全世帯を訪問し、調査
への協力を依頼します。

（9月中旬）

4. 調査票配布

▶
5.調査票回収

▶
6.調査票提出

調査票を配布し、世帯の方と相談のうえ
回収日を決めます。インターネット回答、
郵送も可能です。（9月下旬〜10月上旬）

世帯の方と決めた回収日に調査票
を回収します。許可があれば、その
場で調査票を確認します。

枚数などを確認して、調査票を市に
提出します。

（10月中旬）

◎総合政策課システム統計室　℡22-2118
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イ
ベ
ン
ト
や
行
政
案
内

ま
ち
の
情
報
な
ど
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す

Shinjo
City

市の人口(4月末時点)

35,065人（35,504人）

男 16,746人
（16,941人）

女 18,319人
（18,563人）

世帯数 14,003世帯
（13,926世帯）

4月の異動

出生 15人 （17人）

死亡 35人 （40人）

転入 255人（247人）

転出 210人（189人）

※全て日本人+外国人の数
で、（  ）は1年前の数値です。

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」と

し
て
、特
別
定
額
給
付
金
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▪
申
請
期
間　

８
月
14
日
㈮
ま
で

▪
給
付
金
額　

世
帯
員
数
×
10
万
円（
世
帯
主
の
指
定

口
座
へ
振
り
込
み
）

▪
申
請
方
法　

住
所
地
に
届
い
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、本
人
確
認
書
類
お
よ
び
通
帳
の
写
し
を

添
付
し
て
、市
役
所
へ
郵
送

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
は
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

▪
注
意
事
項　

①
申
請
書
に
保
険
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
の
写
し
を
必
ず
添
付
、②
市
税
の
振
替
口
座

以
外
の
口
座
に
振
込
希
望
の
場
合
は
、通
帳
の
写
し
を

添
付（
口
座
番
号
・
支
店
コ
ー
ド・カ
ナ
氏
名
の
分
か
る
部

分
を
コ
ピ
ー
）、③
申
請
書
の
中
段
の
給
付
金
「
不
要
」

の
場
合
に
×
印
を
付
け
る
箇
所
に
、間
違
っ
て
×
印
を

付
け
な
い
よ
う
に
注
意

※
添
付
書
類
を
忘
れ
て
申
請
書
を
郵
送
し
た
場
合
は
、

直
接
給
付
金
窓
口
に
提
出
く
だ
さ
い
。

◎
商
工
観
光
課
特
別
定
額
給
付
金
室	

℡
23-

８
６
０
５

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　

法
務
局
で
自
筆
証
書
遺
言
書
を
保
管
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
申
請
の
際
は
、事
前
予
約

（
７
月
１
日
㈫
開
始
予
定
）が
必
要
で
す
。

▪
と
き　

７
月
10
日
㈬
か
ら

▪
と
こ
ろ　

山
形
地
方
法
務
局
新
庄
支
局

※
遺
言
書
の
内
容
に
関
す
る
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
。

◎
山
形
地
方
法
務
局
新
庄
支
局	

℡
22-

７
５
２
８

県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

▪
受
験
資
格　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
５
年
以

上
か
つ
９
０
０
日
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

▪
と
き　

10
月
11
日
㈰　

10
時
～

▪
と
こ
ろ　

山
形
市
内（
受
験
票
交
付
時
に
お
知
ら
せ
）

▪
受
験
の
手
引
請
求
方
法　

２
５
０
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
の
封
筒（
角
型
２
号
）に
、郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
明
記
し
、〒
９
９
０-

０
０
２
１
山
形
市
小
白
川
町
二
丁

目
３-

30　

山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会
宛
て
送
付

▪
受
験
手
数
料　

１
万
６
０
０
円

▪
受
付
期
間　

６
月
８
日
㈪
～
６
月
30
日
㈫

※
必
ず
郵
送（
簡
易
書
留
）で
提
出

◎
県
社
会
福
祉
協
議
会
人
材
研
修
部
人
材
係	

	

℡
０
２
３（
６
２
２
）２
７
７
６

ご
存
じ
で
す
か
？「
中
退
共
」

中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度

▪
内
容　

①
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
、②
掛
金
は
全

額
非
課
税
で
手
数
料
な
し
、③
社
外
積
立
型
だ
か
ら

管
理
が
簡
単
、④
退
職
金
は
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員

へ
、⑤
パ
ー
ト
さ
ん
も
加
入
可
能

◎
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部	

	

℡
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

▪
相
談
日　

月
曜
日
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
16
時
30
分（
祝
日
を
除
く
）

▪
相
談
専
用
電
話　

℡
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

◎
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課	

	

℡
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

放
送
大
学
２
０
２
０
年
度

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
幅
広
い
分
野
が
１
科
目
か
ら
学
べ
、教
養
学
士

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
看
護
学
士
・
認
定
心
理
士

な
ど
の
学
位
・
資
格
も
取
得
可
能
で
す
。

▪
出
願
締
切　

第
１
回
募
集
は
８
月
31
日
㈪
、第
２

回
募
集
は
９
月
15
日
㈫

◎
放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー	

	

℡
０
２
３（
６
４
６
）８
８
３
６

求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

８
月
生
募
集

▪
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る
方

▪
募
集
科　

①
住
宅
デ
ザ
イ
ン
施
工
科
、②
電
気
設

備
技
術
科

▪
訓
練
期
間　

①
８
月
４
日
㈫
～
令
和
３
年
１
月
29

日
㈮
、②
８
月
４
日
㈫
～
令
和
３
年
２
月
26
日
㈮

▪
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形（
山
形
市
）

▪
内
容　

①
構
造
部
材
加
工・
外
装
施
工・
内
装
施
工・

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
、②
電
気
設
備
工
事
・シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
技
術
・Ｐ
Ｌ
Ｃ
制
御
技
術
な
ど

▪
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約
１
万
円
）

▪
定
員　

各
15
名

▪
選
考
日　

７
月
９
日
㈭　

９
時
～　

※
筆
記
試
験

お
よ
び
面
接

▪
募
集
締
切 　

７
月
２
日
㈭　

正
午

▪
応
募
方
法　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で
受
講

に
関
す
る
相
談
後
、所
定
の
受
講
申
込
書
を
提
出

◎
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形	

	

℡
０
２
３（
６
８
６
）２
０
１
６
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山
形
県
警
察
官（
Ｂ
区
分
）募
集

短
大
ま
た
は
高
校
卒
業
の
方

▪
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、短
大
・
高
校
を
卒
業
、

ま
た
は
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

※
大
学
を
卒
業
し
た
方
、ま
た
は
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▪
申
込
受
付
期
間　

７
月
17
日
㈮
～
８
月
31
日
㈪

▪
受
験
申
込
書　

新
庄
警
察
署
お
よ
び
駅
前
交
番
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

◎
新
庄
警
察
署	

℡
22-

０
１
１
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
募
集

▪
資
格
・
経
験　

保
健
師
ま
た
は
地
域
ケ
ア・
地
域
保

健
な
ど
の
経
験（
１
年
以
上
）が
あ
る
看
護
師　

▪
業
務
内
容　

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、高
齢

者
の
相
談
支
援
な
ど

▪
募
集
人
数　

１
名

▪
給
与　

月
給
17
万
円

▪
勤
務
日
数　

週
３
日

▪
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

▪
雇
用
期
間　

７
月
１
日
㈬
～
令
和
３
年
８
月
31
日
㈫

▪
勤
務
場
所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
内

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会	

℡
22-

５
７
９
７

森
林
経
営
者
育
成
講
座

▪
対
象　

県
内
在
住
の
林
業
、森
づ
く
り
活
動
従
事

者
な
ど

▪
と
き　

７
月
４
日
㈯　

９
時
～
17
時

▪
と
こ
ろ　

県
立
農
林
大
学
校

▪
内
容　

刈
払
機
に
よ
る
安
全
作
業
技
術
講
習

▪
料
金　

３
０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、保
険
料
）

▪
定
員　

20
名

▪
申
込
締
切　

６
月
25
日
㈭

◎
県
立
農
林
大
学
校	

℡
22-

１
５
２
７

新
庄
市
そ
菜
園
芸
研
究
会
の
野
菜
直
売

新
庄
育
ち
の
新
鮮
野
菜
は
い
か
が

▪
と
き　

６
月
13
日
㈯
～
11
月
21
日
㈯
の
毎
週
土
曜

日　

13
時
～
15
時　

※
８
月
15
日
㈯
は
お
休
み

▪
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー

の
間　

※
６
月
13
日
と
11
月
21
日
は
、購
入
者
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
進
呈

◎
新
庄
市
そ
菜
園
芸
研
究
会
・
柿
﨑
史
子	

	

℡
０
９
０（
２
０
２
１
）１
１
６
０

「
雪
調
に
学
ぶ
市
民
講
座
」

参
加
者
募
集
！

▪
と
き　

各
回
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

雪
の
里
情
報
館

▪
受
講
料　

全
６
回
で
５
０
０
円（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ・わ

ら
細
工
は
、別
途
材
料
費
）

▪
定
員　

30
名（
先
着
順
）

▪
申
込
方
法　

申
し
込
み
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
申
込
締
切　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

回

月
日

講
座
内
容
・
講
師

①

８
月
22
日
㈯
「
松
岡
俊
三
の
功
績
と
雪
調
」

　

講
師
：
高
嶋
信
氏

②

９
月
26
日
㈯
「
今
和
次
郎
と
雪
調
の
関
わ
り
」

　

講
師
：
沼
野
夏
生
氏

③

10
月
24
日
㈯
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ・
健
康
体
操
」

講
師
：
後
藤
一
志
氏

④

11
月
14
日
㈯
「
雪
調
と
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト・ぺ
リ
ア
ン
」

講
師
：
水
越
啓
二
氏
、榎
本
与
一
氏

⑤

12
月
12
日
㈯
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ・わ
ら
細
工
」

　

講
師
：
髙
橋
伸
一
氏

⑥

２
月
27
日
㈯
「
映
像
か
ら
学
ぶ
雪
調
」

講
師
：
高
橋
卓
也
氏

※
全
講
座
に
参
加
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
が
、特
定

の
講
座
に
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
雪
の
里
情
報
館	

℡
22-

７
８
９
１

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
年
度
更
新
期
間
は
、６
月
１
日
㈪
か
ら
８
月
31
日
㈪

で
す
。

　

最
寄
り
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
・
金
融
機
関

で
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄	

℡
22-

８
６
０
９

児童手当の現況届の
郵送提出

　今年度は、原則郵送対応となります。
6月中旬に申請書類を送付しますので、
期間内に同封の返信用封筒で郵送提
出してください。やむをえずお越しいただ
く場合は、以下の日程となります。
▪受付期間　6月23日㈫～30日㈫

受付時間 受付場所

平日

8時30分
～17時15分

市役所相談室
（税務課脇）

17時15分
～19時

子育て推進課
④番窓口

休日 8時30分
～17時

子育て推進課
④番窓口

◎子育て推進課子育て企画室	 	
� ℡29-5811

市営住宅入居者募集

募集住宅 戸数 家賃
北新町団地 1戸 13,700円～
玉の木団地 4戸 11,700円～
野際団地 2戸 18,300円～

▪申込資格　次の全てに該当する方
住居に困っている、単身入居ではない（60
歳以上は単身可）、収入基準に合う、税
金の未納がない、暴力団員ではない
▪申込期間　6月22日㈪～26日㈮9時
～17時（26日は19時まで受付）
▪住宅内覧日　6月24日㈬11時～15時
▪入居可能日　7月27日㈪以降
◎都市整備課建築住宅室	℡29-5821

令和3年度奨学生
最上育英会新庄市枠募集

▪対象　理工系、保育系学部への進
学希望者
▪内容　月額4万円（貸与期間最長4年）
※卒業後、市内事業所に就職した場合
は、返還金の減免制度があります。
▪定員　4名　▪締切　7月15日㈬
※事務局は、㈫㈬㈮に開設
◎（公財）最上育英会事務局（教育総
務課内）	 ℡23-5004

ピックアップ!
PICK
UP!



文字を

見やすく
しました

モリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

 「んめがった」の言葉だけで良い
　会長の佐藤さんがサクランボの栽培を始めたのは、平成14年に
金山町で行われた「第53回全国植樹祭」がきっかけ。この植樹祭
では会場でサクランボを植えることになっていましたが、県の園芸試
験場から「新庄でも植えてみないか?」との誘いがあり、これに応じる
形で始めたそうです。初めは軽トラックの荷台に10本も積める幼木だっ
たそうですが、18年の時を経て、今では大人の身長をも超える立派
な成木に成長しています。
　「最初の目的は、自分が作ったサクランボを孫たちに食べさせてや
りたいという気持ちでした」笑顔でそう話してくれた佐藤会長。商売
する気でやれば大変ですが、お孫さんの「んめがった!」という言葉が
聞ければそれだけで良いと、今でも考えているそうです。

 ライバルではなく 仲間
　現在、新庄市果樹研究会には佐藤会長を含めて10名の会員が
います。会員の年齢層は20歳代から80歳代までと、層の厚さに驚
かされます。さらに驚かされるのは、彼らが年代の違いに関わらず、
切磋琢磨していること。例えば、年配の方が若い方の園地を視察し、

「あっちの杉林が良い具合に風を遮ることで、発育が良いのではな
いか」と分析し、情報共有をしたことがあるそうです。同じ作物を育て
ていれば良くも悪くもライバルになりがちですが、果樹研究会の方 は々、
年代の違いをも超越した「仲間」だと感じられます。

 サクランボを通して 「ふるさと」を伝えたい
　ふるさと納税のお礼品としてだけではなく、店頭販売をお願いして
いるもがみ物産館や生産者の方に注文するお客さんが少しずつ増え
てきている新庄産サクランボ。「今年で5年か6年になりますが、この
時期になると毎年注文の電話をくれる東京のお客さんがいます」例え
ば、このお客さんを中心としたクチコミだけでも、今では20件を超える
予約があるそうです。また、大切なサクランボを届けるための箱には、
新庄まつりのデザインを採用しています。「新庄に帰りたくても、帰れ
ない人も多いのではないでしょうか。新庄まつりを目にすると、懐かし
さで涙が出てくるという声も聞きます」サクランボを送ることを通して、
みんなで育ててきた味を届けるだけではなく、「ふるさと」そのものを伝
えたい。そんな思いが詰まった新庄産サクランボですが、まだまだ認
知度が低いことが悩みの種だそうです。市民の皆さんにもご賞味い
ただき、新しい新庄の初夏の味覚として広がっていってほしいですね。

新庄市果樹研究会
（事務局：市農林課）
℡29-5836
新庄市沖の町10-37
営業時間　8時30分～17時15分

ふるさとから感謝を込めて
ふるさと納税お礼品提供事業者紹介　第 3回

▲満開のサクランボの花を見る機会はなかな
かないのではないでしょうか。新庄のサクラン
ボの花は、5月上旬が見ごろ。味だけではなく、
見た目でも私たちを楽しませてくれます。

▼サクランボの実がなるのは6月20日過ぎか
ら。収穫は6月25日頃から始まり、作業は少
しでも傷みが生じないよう、早朝の涼しい時
間帯に行われます。
※写真は平成30年6月撮影

新庄市果樹研究会

佐さ
と
う藤

　
利と

し
み美 

さ
ん

桜
おうと う
桃の花と
笑顔咲く。
実りは直

じき

に。

令
和

2年
6月

10日
号（

N
o.750）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
合

政
策

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2116　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

13,850部
発

行
46


